
Ⅰ　基礎情報

都道府県・市名

合併期日

合併形式

住所　(旧市町村名も記載)

人口  (合併直近の国調)

面積

議員定数

関係市町村名

Ⅱ 関係市町村合併直前の状況

市町村名 人口　 （人） 面積　（k㎡） 議員数　（人） 高齢化比率　(%)

具志川市 61,061 32.03 24 12.5

石川市 21,992 21.03 22 13.9

勝連町 13,581 13.71 20 16.2

与那城町 13,358 19.05 20 18.9

合計 － 109,992 85.82 86 －

Ⅲ 関係市町村の財政状況

 平成16年度年度予算（最終補正後）

地方税 （千円） 地方交付税 （千円）

具志川市 21,871,224 4,244,513 4,569,011 0.475

石川市 8,769,892 1,802,386 1,901,265 0.498

勝連町 5,568,547 553,065 1,913,712 0.232

与那城町 4,536,944 1,014,966 1,608,725 0.328

合計 － 40,746,607 7,614,930 9,992,713 － －

109,992人(平成12年度国調）

85.82k㎡（平成14年10月1日現在）

34人（在任特例後）

具志川市、石川市、勝連町、与那城町

記入月日：平成17年4月27日

合併市に関する調査

関係市町村

関係市町村

＊数値は合併直近の決算数値を使用。ただし、平成14年4月1日以降合併の場合、合併直近の予算を記入。

歳入合計　（千円）市町村名 指定団体等の指定状況

沖縄県・うるま市（うるまし）

平成17年4月1日

財政力指数

新設合併

沖縄県うるま市みどり町1丁目1番1号（旧具志川市）



Ⅸ　合併の概要

合併協議会の期日 設置年月日： 解散年月日:

   内 容

住民発議について

市町村建設計画

  基本計画の主要項目

旧市町村庁舎の利活用
回答

2

議会の議員の定数に関する特例

議会の議員の在任に関する特例

議会の議員の報酬額

地域審議会の設置について

　内 容

地方税に関する特例

  内 容

合併特例債発行限度額 (億円)

Ⅴ  その他

※在任特例期間中は旧市町ごとの報酬
旧具志川市　月額：37.1万円
旧石川市　　月額：35.6万円
旧勝連町　　月額：23.9万円
旧与那城町　月額：23.9万円

無（今後設置の予定）

合併後の地域の声を反映させることを目的に旧四市町単位で10年間設置する。
委員は公募も含めた15人以内で任期は2年間。

主要項目について、簡単な内容を含め10項目ご記入ください。(例：庁舎の位置 等)

電算システムの統合 1.新規システムの構築　2.既存システムの活用　3.相互システムの活用　4.その他　から選択

平成15年2月1日 平成17年3月31日

特になし

455億円

無

平成13年12月3日　具志川市、勝連町及び与那城町の1市2町で任意協議会を設置。
平成15年2月1日　1市2町で法定合併協議会を設置。
平成15年7月に石川市が協議会に加わり、2市2町による合併協議会となる。
平成16年8月合併協定書の調印、同年9月に4市町議会における合併関連議案の議決。
平成16年12月に県議会における議決・県知事決定を経て平成17年1月の総務大臣告示。
平成17年4月1日「うるま市」誕生。

1.沖縄県の中核都市として魅力ある都市基盤づくり
2.未来に向けた情報化・国際化の基盤づくり
3.地域資源を生かした豊かで活力ある産業づくり
4.自然と共生した安全で快適な生活環境づくり
5.やすらぎとふれあいが支える健康・福祉づくり
6.人と歴史がおりなし、共に学び創造する教育・文化づくり
7.パートナーシップで築く住民主役のまちづくり

分庁方式

計画の期間：10年間（平成17年度～平成26年度）

無

残された課題について、箇条書きでご記入ください。

協議された事項

1.合併の方式
2.合併の期日
3.新市の名称
4.新市の事務所の位置
5.財産及び債務に関すること
6.議会議員の定数及び任期に関すること
7.組織及び機構に関すること
8.町・字の区域と名称に関すること
9.国民健康保険に関すること
10.新市の建設計画に関すること

1.合併後の財政運営
2.新市建設計画を基本とした、まちづくりの推進
3.分庁方式に伴う住民サービスの低下を招かないこと
4.議会議員の在任特例（1年7ヶ月）の適用について市民の理解

無 有の場合：       －　名

有 有の場合：  １年 ７ ｹ月（平成18年10月19日まで）


